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ＤＣＴは Dreams comes true の頭文字から 文責 大泉

学級活動の話合い活動を各学年１学級とおひさま学級、なかよし学級の８授業を市内

学校の先生方をはじめ置賜・最上地区からの参会もいただき開催します。学級活動の教

材は、教科書や副読本があるわけでなく「子どもたちの生活そのもの」が教材とも言え

ます。したがって、その活動も「子どもたちのための子どもたちによる活動」が基本と

なります。よりよい学級や学校生活を築くために、子どもたちの生活から立ち上がった

議題について話し合い、合意形成（集団決定）できるようにする自治的自発的な活動で

す。教師の事前のかかわりがとても大切で、学級会でどんなことを話し合い考えを深め

ていくのかを議長グループと計画します。子どもたちの個性を伸長し､子ども同士のつな

がりを発展させるこの特別活動は、昨今の子どもの事件等を考えると、改めて大切な力

を育む領域とも言われており、「チーム長岡」一丸となって今後も研究を深めて参ります。

１９日の詳しい内容は HP上に掲載されております。

「頑張っている小学校を応援したい」という

コンセプトで活動を続けてきた J-KIDS大賞は、
今年で１０年目を迎えます。主催者は、J-KID
大賞実行委員会(文科省、総務省､経産省後援、

他多数 IT 企業協賛）でこの度、全国２万を超
える審査対象校から５２校に選出され､先日事

務局より連絡がありました。本校のホームペー

ジは、子どもたちの日常を可能な限り映し出し

ていることがなによりの特徴です。学校生活全

般の子どもたちの様子を豊富な写真を生かし

て､ライブの子どもたちの今を発信続けています。子ども自らの発信もあり、主に鈴木教

諭を中心に運営しています。推薦のコメントでは、「子どもたちが日々学校生活を楽しみ

ながら成長していく様子がよく伝わってくる。」と記載されており、学校の取り組み全般

に対する表彰とも言えます。これからも、子どもたちのよつばストーリーをホームペー

ジでお楽しみください。

一つのことに向かって､友と共にみんなが一丸になれるというのは、この時期ならでは

の貴重な体験です。２６（金）に、広い運動公園に出かけて、たてわり班活動を思い切

り楽しんできます。そして来月の１０日(土）はいよいよ「よつばフェスティバル」。み

んなが輝いていけるように、一人一人の思いや願いが結集していく各学年の発表を楽し

みにしていきましょう。

貴重な早朝の時間にご協力いただいてありがとうございました。高所から隅々まで、

きれいに磨き上げていただきました。文字通り十人力のご活躍に感謝です。


